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成果の概要 久保田 信 （フィールド科学教育研究センター瀬戸臨海実験所准教授） 
 

「第 8 回 ヒドロ虫学会（ＨＳ）国際ワークショップ」研究集会発表助成成果報告 
 

2015 年 7 月 4 日作成 
 
 第 8 回 ヒドロ虫学会（ＨＳ）国際ワークショップには世界の 13 か国（アメリカ、イギリス、

イタイア、スイス、スエーデン、スペイン、中国、ドイツ、日本、ノルウエイ、フランス、ブラジ

ル、ポーランド）から 52 名が参加した。日本人は多く、総勢 6 名だった。学会開催の期間中（2015
年 6 月 20 日―6 月 27 日）、申請者と共同研究者が予定していた以下の４題の講演とポスタープレ

ゼンテーションを英語で実施した。 
 

1. 単独の１講演（カイヤドリヒドラクラゲは赤色光で放卵） 
申請者が 2015 年 6 月 25 日に質疑応答を含めて 30 分間、パワーポイントを使用して行った。概

要は、和歌山県白浜町で採集した材料を用いて、瀬戸臨海実験所の研究施設を使用し、暗黒で 12
時間あるいは 18 時間放置した成熟雌クラゲに、赤色ＬＥＤを照射して、コントロール（蛍光灯）

で起こるのと同じように放卵が起こるかを実験的に調べた。その結果、赤色でも同様に 100％起こ

ることが判明した。赤色光は海表面で急激に減衰するので赤色に対して反応しない動物が多く知ら

れるが、カイヤドリヒドラクラゲは問題なく反応できることが分った。 
 
2. 共著の１講演（カンブリア紀の南中国産ヒドロクラゲらしき種） 
中国の Han Jian 博士が 2015 年 6 月 23 日に質疑応答を含めて 30 分間、パワーポイントを使用

して行った。概要は、ヒドロクラゲ類に所属させられそうな 5 億 4 千万年前の地層から発見された

中国産の微小な化石を、SEM で外部形態を、Micro-CT で内部形態を精査し、化石の特徴を洗い出

し、所属決定の難点を指摘するとともに、系統関係についても推察した。 
 
3. カイヤドリヒドラクラゲ類の分子系統学的解析 [アメリカの Allen Collins 博士と共同] とタ

マクラゲの一種の若返り [日本の末廣鷹典氏と共同] 
2015 年 6 月 25 日午後数時間にわたり、質疑応答を含めた２題のポスタープレゼンテーションを

実施した。一つは、申請者が収集した世界のカイヤドリヒドラ類の未研究材料の今回の解析と既知

の知見が蓄積されているデータベースを用いて、COI と 16sRNA の遺伝子配列を比較した系統樹

を作成し、これまで申請者が形態と生活史から推定している系統進化関係が証明されるか研究した。

その結果、大筋ではこれまでの推定と今回の解析は合致したが、幾つかの疑問点も生じたことを発

表した。 
他の一つは、通常は他の動物と共生関係にあるタマクラゲ類のポリプで、自由生活をしているタ

マクラゲの一種が発見され、この種がこれまで知られているベニクラゲなどの若返りと異なるが若

返りを起こした記録を、共同研究者が発表した。 
 
上記の４研究の発表の他、現地での採集も実施した。シュノーケリング採集や港でのクラゲ類や



ポリプの目視採集を行った。不老不死で知られるベニクラゲが 2 群体採集され、採集の翌日には複

数のクラゲが遊離し、ともに飼育観察を学会開催中行った。また、これらを白浜に持ち帰り、現在、

飼育がうまくいっている。また、イスキアの港の 2 箇所でムラサキイガイを 33 個体採集して、カ

イヤドリヒドラ類の共生状況を調査したが、残念ながら共生はみられなかった。一方、1 種類だが、

同定が難しいヒドロクラゲが採集され、飼育した結果、娘クラゲを次々と出芽して増殖した。これ

は共同研究者が飼育開始している。 


